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1. はじめに 

本学の1 年次必修科目「情報リテラシーⅠ」は、経営

経済学系の上級年次での学習に欠かせない内容を扱

う科目として、問題解決型プロジェクト遂行を中心とす

るとする授業を設計し成果を上げてきているが、コロナ

渦の下でのグループワークは三密回避の点で困難と

判断し、「ナレロープレミアムシステム
(1)-(2)

」と「日経パソ

コン Edu
(3)

」を用いた課題研究を中心に授業展開するこ

ととした。 

本研究では課題研究型授業の自習部分にCALを活

用した際の個別スキルの測定結果、学生の学習状況

や負担感について調査し、有効性を検討する。 

 

2. 授業のための環境 
先に述べたように授業ではオンプレミス型の実習教

材「ナレロープレミアムシステム」で提供されているコン

ピュータ適応型学習（CAL）
(4)
と、クラウド型の記事デー

タベース教材「日経パソコン Edu」を組合わせた課題研

究型の遠隔授業を主軸として授業展開することとした。 
授業運営のプラットフォームとして Google 

Classroomを用い、対面授業での講義に加えてClassroom
上でも各回の主題や要点の説明をおこない、課題の提

示とレポート収集、小テストの実施・採点等をおこな

った。また各授業回での出席確認や質疑応答、個別指

示などの双方向性を担保する手段としては敢えて

Classroomは用いず、代わりにGoogle Formsにより質問

やコメントを受け付けた。質問に対する回答や追加の

指示については、全員に共通する事項は Google Sheets
を介して QA 集の形で受講生に公開し、個別の事項や

個人的な質問に対する回答には電子メールを併用した
(5)
。Googleサービスのためのアカウントは、G Suite for 

Educationにより約350人分のGoogleアカウントを一括

作成した。 
CAL ではコンピュータ適応型テスト(CAT)により測定

された能力値に基づいて難易度が調整される。このた

め、学習者は自分のスキルレベルに合わせて、最適な

難易度の問題群に取り組むことができる。これにより学

習者の大幅な負担軽減や学習意欲の持続が大いに期

待されるところである。 
 

3. 結果と考察 
3.1 学習の取り組み方の類型 
まず学生のナレローを使った学習の取り組み方を概

観する。300人もいると、コツコツタイプ、失速タイプ、

熱中タイプ、駆け込みタイプなど様々である。 

 
図 1 計画コツコツ型 縦軸は週あたりの学修時間 

 
図 1 は、学修計画を立てて地道にコツコツ取り組

む学生の一例を示す。多少のでこぼこはあるが、CAT
の試験日を目標に、概ねまんべんなく週 2 時間程度

ずつ学習を進めている。 

 
図 2 失速タイプ 

 
図 2 は、途中で失速した一例である。試験はプレー

スメントテストを除き4回実施するが、2回目の試験ま

ではハイペースで学習をしたものの、3回目の試験のこ

ろには息切れしてしまった学生である。 
このタイプの学生は、2回目の試験の成績はあがるが、

スキルが定着していないので、3回目を実施する頃には、

成績がさがり、4回目には、さらに下がってしまう。 

 
図 3 直前駆け込み型 

 
図 3は直前に駆け込んだタイプである。試験前もも

のともせずに、学習はせず、試験や〆切の間近にな

って慌てて集中的に、週10時間程度学習して〆切に

間に合わせようとした学生の典型である。 
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3.2 スキル定着効果 
これまでの研究から、プロジェクト学習とナレロ

ーによる学習を組合わせた場合は、学生同士の励ま

しやグループ間の競争など、動機付けに関するシナ

ジー効果が働くことが明らかとなっている
(1)-(2)

が、課

題研究の場合はシナジー効果が働きにくいと考えら

れる。またCALでは学生のスキルが上がること問題

が絞り込まれるので、学習問題数が減ることによっ

てスキル定着への悪影響が懸念される。そこでCAL
を課題研究と組合わせた場合に、スキル定着がどの

程度だったかについて検証した。 

 
図 4 受講前後の能⼒変化(2019/2020) 

図 4にWordについての、2019年と2020年それぞれ

の新入生の受講前後の能力値の変化を示す。両者の比

較では、受講前後で大幅にスキルが向上（20～25 点）

している点が類似しているが、能力向上値は2020年の

ほうが5.5ポイント大きく、学期終了時の成績も2.4ポ
イント高かったことから、CAL と課題研究型の組合わ

せでもスキル定着効果の高いことが示唆される。 
またナレローによるスキル獲得感にについて、自己

評価の調査をしたところ、図 5 に示すように、Word, 
Excel, PPTのいずれについても、スキル向上に「大いに

役立った」と考える割合が大幅に増えており、2020 年

の学生は自己有能感が向上している。 

 
図 5 スキル獲得感に関するアンケート調査結果。左から Word, 
Excel, PPT。いずれも「とても役に⽴った(⻘)」が⼤幅に向上した。 

 
3.3 負担感の軽減効果 

CAL では、能力値の低い学生に難易度の高い問題を

出題することがなく、逆に能力値の高い学生に簡単す

ぎる問題を出題することもないので、無駄な徒労感、

負担感を軽減できることが期待されるが、これに関し

学生自身が感じている負担感をアンケート調査した。

その結果、「どちらかという大変」と「すごく大変」を

合計した割合は昨年と殆ど変わらないものの、「すごく

大変だった」と回答する学生の割合が大幅に少なくな

ったことが分かった。 
このことから、CAL では学生のレベルにあった難易

度の問題が出題されることで、学生の負担が軽減され

たことが示唆される。 

 
図 6 ナレローの負担感 左から Word, Excel, PPT。いずれも「す
ごく⼤変だった(⻘)」が⼤幅に減った。 

 
4. まとめと今後の展望 
ナレローのコンピュータ適応型学習(CAL)は、問題解

決型学習の自習部分に有効なだけでなく、課題研究型

学習の自習部分として利用した場合においても、学生

の能力値が大幅に向上することが明らかとなった。 
CAL はその時点での能力に合った適切な問題が出題

されるが、これにより少ない問題数で学生の負担を軽

減しつつ、より高いスキル定着効果が得られた。また

コンピュータ適応型テスト (CAT)を複数回実施するこ

とで、学生が目標を定めやすく、学習意欲が持続した。 
その一方で、一夜漬けで成績を上げようとする学生

や、逆に頑張りすぎて途中で息切れしてしまう学生も

散見されることが示された。今後は駆け込み型や息切

れ型の学習行動をする学生について、その指導と動機

付けのための課題を検討していく予定である。 
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